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国際ロータリー第 2620g地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2023年 11月 17日（金）Ｎo.17 

例 会 第１５２９回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、もみじ  ソングリーダー：小嶋英公君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

午前中は、秋の嵐でしたね。7 月から今年度が

始まり、早 5か月が経過しました。あの暑い夏か

ら今は、すっかりと過ごしやすい季節となりまし

た。 

１２月に入ると年次総会があります。来年度の

会長、副会長が決まります。今年度が始まり丁度、

半分となります。仕事でも様々な団体の運営にお

いても当てはまるように、計画と準備が大切です。

助走期間を十分にとって望むことが成功のポイ

ントとなってきます。今年度と来年度が同時進行

し、第四グループの主管事業も並走していく。そ

んな期間となっていきます。 

１２月は夜間クリスマス例会があり、同伴者と

ご一緒に楽しい例会にしていきましょう。 

年が変わって、1 月 6 日、7 日に、Ｕ10 藤枝南ロ

ータリークラブ杯サッカー大会も開催されます。

今年は藤枝ＭＹＦＣのホームスタジアムを会場

に開催し、子供たちの思い出深い大会にしていき

ます。地区補助金 27 万円も活用して盛り上げて

いきたいと思います。会員の皆様におかれまして

は、お時間を少し取っていただければと思います。 

12 日は藤枝クラブとの合同賀詞交歓会の主催

となります。今回は、第四グループを 2024-25年

に主管し、RI２６２０地区を主管する２０２６-

２７年度を意識した藤枝クラブとの交流を図っ

ていきたいと考えます。 

第四グループの合同事業も１月１３日土曜日

にヤマハスタジアムにラクビーの試合に合わせ

て開催されます。「ウクライナの子供たちに笑顔

を贈る」募金活動事業です。多くの人たちが来場

する中ロータリーそのもののアピールを兼ねた

事業です。タイムリーで大きなインパクトを与え

る事、２６２０地区の事業方針でもあります。ご

協力をお願いいたします。一部の皆様に、１０月

にお配りした募金箱は、１２月末にて回収させて

いただきます。それまでに、１募金箱 5,000円位

入っていると良いかなと独り言ですが、思ってい

ます。 

本日、夕方には、若林秀典君のＲＩ2620 地区

2023-24 年度ガバナーノミニーデジグネート決定

のお祝いの会が開催されます。急なご案内にも拘

わらず 32 名の方が参加していただけます。感謝

申し上げます。当クラブにとっても新たなステー

ジへの始まりとなります。よろしくお願いいたし

ます。 

本日は、外部卓話です。福嶋先生をお招きして、

剣道八段への道のりのお話となります。 

初めてお聞きする剣道のお話、楽しみにしていま

す。宜しくお願い致します。 

 

 

■ 出 席 報 告            森下傑君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

44／51 86.27％ 43／51 84.31％ 
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(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○漆畑君○川口君○中山君○古川君○村松君 

○増田君○山田幸君 

(１)メークアップ者 

大村和宏君（地区）小嶋英公君（セミナー） 

古川賢吾君（地区） 

 

パーフェクト例会数：                                               

                         

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X         森下傑君 

・「ウクライナの子供達に笑顔を贈る」募金箱を 

 お持ちの方、12月末に回収します。多くの 

 子供達を笑顔にしたいと思います。宜しく 

 お願い致します。       渡邊博文君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございました 

 アビスパ福岡がルヴァンカップで初優勝しま 

 した。28年目の快挙です。富澤さん おめでと 

うございます。        稲葉俊英君 

・誕生日、妻誕生日、結婚記念日のお祝いあり 

がとうございました。先日のゴルフにも参加 

させて頂き ありがとうございました。 

                鈴木健夫君 

・結婚記念日プレゼントありがとうございます 

 23年間 これからも仲良くがんばります。 

 スポーツの世界は何がおこるかわからない！ 

 ゴルフコンペにてドラコン、ニアピン付で 

 優勝させてもらいました。ハンディのおかげ 

です。ありがとうございました。加藤智之君 

 

スマイル累計額  ４２２，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

■ 外 部 卓 話                       

福嶋克尚様 

私の剣道修行 

今日は皆様

に「私の剣道

の経験」につ

いて語れとの

お招きをいた

だき、恐縮し、

緊張しており

ます。教員あがりの私は世間知らずです。世の荒

波に真っ向からたちむかい生き抜いていらっし

ゃる皆さんに、私の生きてきた人生がどれほどの

参考になるのか……と考えると身の縮むおもい

なのです。今日のニュースで、大谷翔平選手が 2

度目の MVP だそうですが、彼は天才にして努力

家、私は全くの凡才です。その私がここまで来た

道をお話しします。 

私は、県立高校の教員を 24 歳から定年まで勤

め、JICA、海外協力機構のシニアボランティアと

して通算４年間をドミニカ共和国、ウルグアイ東

邦共和国で剣道指導の活動をしてまいりました。

帰国後、藤枝明成高校に非常勤講師として３年間

勤めました。現在は、岡部にある洗心岩倉道場で

子供たちの指導、一般社会人の稽古会、居合の稽

古会に参加し、藤枝剣道連盟の金曜稽古会などで

剣道、居合道の稽古と剣道漬けの生活をしており

ます。朝は毎朝、晩方は週 5回の馬鹿さ加減です。

つまり、年金生活だからできる生活です。現在、

剣道教士八段、居合道錬士七段です。 

八段取得後の昇段祝賀会で、「不器用な福嶋」が

何度繰り返されたかことか、剣道界ではその名を

知らない人はいない焼津の井上義彦先生の言葉

に、妻は顔をしかめていましたが、私は「うん、

そんなものだ。」と聞いておりました。 

中学へ入学後間もなく、野球部に入部希望をし

たもののキャッチボールをしただけで拒否され、

たまたま近くで素振りの練習をしていた剣道部

が「かっこいいな～～」を思い、入部しました。

それだけの動機で始めた剣道を、以来６０年余り

続けてきたのはほとんど奇跡です。思い起こして

みると、下手な剣道好きの私に、常に良い環境が

与えられたのが、剣道を続けることができた一番

の理由です。 

私は、高校２年進級前の進路調査で、就職コー

スに決め、一旦は高卒で就職しました。草薙にあ

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

46 46 0 5 
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る製缶工場・大和製缶株式会社に就職し、新入社

員教育が終わり、配置が決まってみると東京本社

勤務を命じられました。 

就職はしたのですが、「教員になりたい」、「下手

なくせに好きな剣道を続けたい」、という２つの

気持ちが煤ぶってはいました。人生は不思議です。

求めていると、必ず突破口が現れたのです。この

時もそうです。 

大和製缶の本社は東京日本橋で、ビルの地下は

地下鉄駅に直結していて、交通至便でした。諦め

かけていたが、大学に通うことができると考えた

私は、仕事をしながらも人並みに受験勉強をし、

２年かかりましたが、剣道部もあった明治学院大

学Ⅱ部文学部英文科に入学できました。大学はⅡ

部でしたが４年間そこそこに勉強し、剣道部での

活動も続け、卒業と同時に教員になることができ

たのは思いがけない幸運でした。 

初任は伊豆の伊東市にある伊東商業高校で英

語教師にして剣道部顧問の生活が始まりました。

伊東市には大学の先輩が通う剣道場があり、そこ

で同年齢の仲間たちと汗まみれの稽古をしまし

た。中部地区に転勤し、岡部に家を建てたころに

は静岡県警の師範だった岩倉進先生が道場を立

ち上げ、そこで剣道の猛者たちが集まり鎬を削っ

ていました。伊東で五段になっていた私に、ある

仲間が「君の剣道は三段だね。」とコメントしたも

のです。毎回、打たれっぱなしに打たれ、それで

もひたすら懸っていき、歯ぎしりをしながら稽古

を続けたものです。42 歳で七段をとれたのも彼ら

のおかげでした。 

5２歳で八段を受験できるようになり、挑戦を

始めました。同時に、管理職になり、部活動顧問

ができなくなり、仕事の量が多くなり、道場の稽

古に参加できる時間もなったころ、高校の先輩か

ら県剣道連盟の道場、養浩館の朝稽古に誘われま

した。そ 61 歳で教員を退職し JICA のシニアボ

ランティアとして海外派遣されるまでの９年間、

この朝稽古を続けました。 

朝稽古に参加するために、４時に起き、３０分

後に朝食、５時に家を出て、５時３０分には養浩

館に到着、６時から 4０～50 分の稽古、シャワー

を浴び７時 30 分前後に勤務先に到着する。この

朝稽古には、名だたる先生方が八段を目標に密度

の濃い稽古をしていました。その中に、私は飛び

込んでわけです。 

その間、年間 2 回、５月の京都、１１月の東京

で昇段審査を受け続けました。約20回の受審で、

1 次審査を 5 回通過しましたが、2 次審査でふる

いにかけられ無念の思いをし続けました。 

話は変わるようですが、JICA のシニアボラン

ティアは 2か月のスペイン語の語学研修の後にド

ミニカ共和国の首都サントドミンゴへ派遣にな

りました。語学研修は６０歳を超えた私のような

者には地獄です。覚えないのです。毎晩、一生懸

命に復習予習しても、朝起きると、頭の中は真っ

白に戻っていて単語の１つも残っていません。若

者たち（青年海外協力隊員たちも同時研修でした）

は、授業が終わるとはじけ飛ぶように笑い、スポ

ーツに汗を流しているのに、1 か月もすれば我々

を置き去りにして自由に言葉を操っているので

す。 

そんな中でも、早起きをし、素振り、ひとり稽

古をしていると、３人ほどの青年隊員が一緒に剣

道をやらせてくれと言って来ました。語学の苦し

みとは逆に大変にうれしかったことを覚えてい

ます。 

外国の人々が大抵そうであるように、ドミニカ

に人たちも先生を負かしてヒーローになりたく

て必死になって打ち込んできました。したがって、

ドミニカ共和国でも、私としては気の抜けないい

い稽古ができました。 

2 年間のドミニカ共和国の派遣直後、11 月に再

び八段受審。この受審は惨憺たる内容で、着替え

をして帰ろうと意気消沈して歩いていると、朝稽

古でいつもお世話になっていた青木先生が立会

をするところでした。青木先生は当時 83 歳。そ

の審査会の最高齢受審者は 86 歳でした。この会

場の最後のグループで、83 歳から 86 歳の 4 人の

先生がたの真摯に受審している姿が私の心を揺

さぶりました。あふれ出てくる涙は、私がいかに

高慢になっていたかを教えてもらったからです。 

その後の 6か月間が私の本物の八段受審修行だ

った、と思っています。「何ができる」、「このよう

にすれば打てる」、などという気持ちは全くなし

に、毎朝、先生方打ち込んでいきました。「懸る稽

古」と言い、下位の者が指導者に向っていくひた

すら打ちこみ、ほかのことは考えないのです。5 月

の審査、本番でも「無心」で相手に集中すること

ができました。１次審査も２次審査も、まったく

同じ気持ちで審査が終わったときは、やり通した

満足に浸っていました。その結果が、合格でした。 

現在も、私の修行は続いています。なにせ、高

校の先輩や同期の仲間から、「まさかお前がね～

～」と今でも言われしまう私です。一生懸命にや
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っても遅れをとって打たれてばかりです。毎日、

毎日、ひとり、一人と精いっぱいの稽古を続ける

ことが私の稽古の在り方なのだと自分に言い聞

かせています。このような剣道漬けの毎日に、後

悔はありません。 

求めよ、さらば与えられん。 

8４歳で居合道八段の審査を受けたいと思って

います。 90 歳になっても面をつけ若者と稽古を

していたいですね。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

例会プログラム
 

 

■ 今週の一言        中村博史君 

・毎朝の散歩です。 

朝 4：30から 6：00位

迄、妻と犬と三人で

歩いております。 

大体、3kmから 5km歩

きます。 

朝の散歩は良いこと

だらけです。 

・有酸素運動の為、体に良い 

・夜空が綺麗、特に月や星が綺麗で流れ星や人口

衛生に遭遇することもしばしば自分の存在の小

ささに実感する。 

・家庭環境が良くなる 

 散歩中は犬と三人の為いろいろな話ができ、家

庭円満 

以上、皆様も心と体の健康の為にどうでしょう

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/森竹君） 

例会日 クラブ行事 摘要 

11/24(金) 

第 1530 回 
外部卓話 小杉苑 

12/1(金)  

第 1531回 
クラブ年次総会 理事会 

12/8(金) 

第 1532 回 
早朝例会  

12/15(金) 

第 1533 回 
会員卓話 小杉苑 

2023～24年度 

ガバナーノミニーデジグネートお祝い 


